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1.需給動向 

 

1-1.世界の需給動向 

ガリウムは、主にガリウム砒素（以下、GaAs）に代表される化合物半導体材料として高周波デバイスやLED

等の光デバイスなどに用いられる。ガリウムは、主にアルミニウムを製錬する際の副産物として生産される。

また、数量は少ないが、日本では亜鉛製錬の副産物としてガリウムを生産している。 

世界のガリウム生産量及び日本の生産量を表1-1に示す。世界生産量はUnited States Geological Survey

（アメリカ地質調査所、以下、USGS）による。同表の日本生産量については業界推計である。 

2013年の世界ガリウム地金の生産量は前年比79％の280tで、77％を新地金、23％を再生地金が占めてい

る。主要産出国は、中国、ドイツ、カザフスタン、ウクライナなどである。 

2009年～2010年にLEDやCIGS（Copper Indium Gallium DiSelenide：銅、インジウム、ガリウム、セレンの化合

物を材料とする薄膜物質。主に太陽電池などに使用される）、IGZO（Indium Gallium Zinc Oxide：インジウム、ガ

リウム、亜鉛酸化物の略称。この半導体を利用したLCDをIGZOと呼ぶ場合もある）などの成長が期待され、世

界のガリウムメーカー各社が能力増強を行い、その結果、2011年～2012年にかけて各地でガリウムの新ライ

ンが一斉に立ち上がった。しかし、CIGSやIGZOの需要は当初期待されたほどには伸びず、さらに、従来は

GaAs基板が使用されてきた高周波デバイスでシリコン（Si）系材料へのシフトが進んだことにより、市場はガリ

ウムの供給過剰となった。2013年の世界のガリウム生産量の縮小はこうした状況が影響したものと言える。 

ガリウムは2013年3月に中国の民間取引所である泛亜有色金属交易所（Fanya Metal Exchange、以下、

Fanya）の取引対象メタルとなった。現時点ではインジウムなどに比べ投機対象としての人気は低く、流通量や

価格にあまり大きな変動は出ていない。 

日本の新地金には亜鉛副産物からの生産品と、4N程度の低純度輸入メタルから6N高純度メタルに精製し

たものがカウントされている。再生地金は化合物半導体メーカーで発生する工程スクラップをリサイクルしたも

のである。ガリウムメーカーでは各社独自にデータを収集しているが、公表されている統計データはない。 

 

表 1-1 世界のガリウム地金生産量 

単位：純分ｔ

2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 13/12比 構成比
69 63 69 80 95 79 106 216 273 200 73% 77%
17 28 30 23 40 82 55 94 81 80 99% 23%

86 91 99 103 135 161 161 310 354 280 79% 100%

亜鉛副産物 9 10 8 8 5 5 5 8 8 8 100% 6%
輸入地金を精錬 44 43 34 62 73 62 92 97 58 72 124% 41%

78 86 93 96 93 83 85 72 75 85 113% 53%

131 139 134 166 170 150 182 177 141 165 117% 100%

出典：1）United States Geological Survey「Mineral Commodity Summaries　Gallium」　World Production 

　　　 2）工業レアメタルNo.120～130　「日本のガリウム供給推移」

※1：Refined gallium production（United States Geological Survey「Mineral Commodity Summaries　Gallium」　World Production） 

※2：world primary gallium production（United States Geological Survey「Mineral Commodity Summaries　Gallium」　World Production ）
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1-2.国内の需給動向 

ガリウムの国内需給を表 1-2 に示す。ガリウムの国内需給動向は 2012 年までは業界推計値が公表されて

いたが、2013 年以降は公表されなくなったため、需要量についての定量的なデータは無い。 

2013 年のガリウム供給量は前年比 117％の 165t、亜鉛副産物から生産した新地金が 5％、低純度輸入メタ

ルから精製した高純度新地金が 44％、再生地金が 52％であった。 

日本のガリウムメーカーで亜鉛副産物から生産した新地金を生産しているのは DOWA エレクトロニクスの

みであり、低純度輸入メタルから精製した高純度新地金及び再生地金は DOWA エレクトロニクス、ラサ工業及

び日亜化学工業が生産している。 

ガリウムの主な用途は GaAs 系、GaP 系の半導体材料であり、2012 年までは業界推計によるエピタキシャ

ル用及び結晶用それぞれの半導体材料の需要量が公表されていたが、2013 年以降は同データの公表もなく

 

 

 

なったため詳細数字は不明である。 

 

表 1-2 ガリウムの国内需給 

単位：純分ｔ

2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 13/12比

9 10 8 8 5 5 5 8 8 8 100%

44 43 34 62 73 62 92 97 58 72 124%

78 86 93 96 93 83 85 72 75 85 113%

132 140 135 167 171 151 182 177 141 165 117%

GaAs系 60 61 75 61 49 41 42 44 44 － -

GaP系 10 7 10 8 7 5 5 5 3 － -

  小計 70 68 85 69 57 46 47 48 47 － -

GaAs結晶 64 54 73 63 54 45 44 31 23 － -

GaP結晶 9 6 8 8 6 4 4 4 3 － -

  小計 73 60 81 70 61 49 48 34 26 － -

2 3 3 4 5 6 20 34 17 － -

144 131 168 143 122 101 115 116 90 - -

－ － － － － － － － － － －

144 131 168 143 122 101 118 116 90 － -

-13 9 -33 24 49 50 64 52 51 － -

出典：1）工業レアメタルNo.119～129　(No.129 P21　表．輸入通関統計（DOWA推定値））

　　 　 2）工業レアメタルNo.119～129　(No.129 P21　表．日本の用途別ガリウム需要（DOWA推定値）

(供給、需要）)

　 　注）その他は低融点合金、試験研究用

※2013年の国内需要はデータなし。
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2.輸出入動向 

 

2-1.輸出入動向 

ガリウムには単独の HS コードがなく、輸入はガリウム、ハフニウム、ニオブ、レニウムの合計値、輸出はゲ

ルマニウム、バナジウム、ガリウム、ハフニウム、インジウム、ニオブ、レニウムの合計値である。ただし、輸

入のみ単独の業界統計があるため表2-1、図2-1に示す。2013年の輸入量は前年比124％の71.9tであった。

主な輸入国は、中国、米国で、この2ヶ国で全体の70％を占める。それ以外には、台湾、ウクライナ、カザフス

タン、ドイツ、英国、ロシア、フランスなどがある。 

 

表 2-1 ガリウムの輸入数量 

単位：純分ｔ
2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 13/12比 構成比

中国 (4N) 12.8 4.8 12.3 24.1 29.2 18.1 20.4 18.7 12.0 27.0 225% 38%
米国 (4N-6N) 8.6 11.4 2.4 2.8 4.3 10.2 13.0 15.9 20.0 23.0 115% 32%
台湾 (2N) 7.5 9.1 11.1 18.4 21.4 12.6 14.9 12.8 8.8 8.5 97% 12%
ウクライナ (4N) 3.7 4.1 0.3 0.0 0.7 0.0 3.5 1.0 1.2 4.0 333% 6%
カザフスタン (4N) 0.0 0.0 0.0 13.0 12.0 10.2 12.0 3.0 3.4 3.0 88% 4%
ドイツ （4N-7N) 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0 4.4 6.6 13.0 3.5 2.5 71% 3%
イギリス (4N-6N) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 10.2 22.5 2.0 0.6 30% 1%
ロシア (4N) 1.4 0.6 2.2 1.9 1.8 2.9 6.9 4.3 3.4 0.5 15% 1%
フランス (4N-7N) 6.3 7.6 4.6 0.0 1.7 1.4 0.6 0.4 0.4 0.3 75% 0%
韓国 (3N-6N) 2.2 0.6 0.0 0.0 0.0 1.7 2.5 0.5 0.1 0.5 500% 1%
ハンガリー (4N) 0.9 1.7 0.7 1.7 1.6 0.0 0.8 0.0 0.0 0.0 - 0%
その他 （4N) 0.3 3.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 5.0 3.0 2.0 67% 3%

44.1 42.9 33.5 61.8 72.7 61.6 91.5 97.16 57.8 71.9 124% 100%
出典：工業レアメタルNo.119～130　(No.130 P24　表．輸入通関統計（DOWA推定値））
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界のガリウムメーカー各社が能力増強を行い、その結果、2011年～2012年にかけて各地でガリウムの新ライ

ンが一斉に立ち上がった。しかし、CIGSやIGZOの需要は当初期待されたほどには伸びず、さらに、従来は

GaAs基板が使用されてきた高周波デバイスでシリコン（Si）系材料へのシフトが進んだことにより、市場はガリ

ウムの供給過剰となった。2013年の世界のガリウム生産量の縮小はこうした状況が影響したものと言える。 

ガリウムは2013年3月に中国の民間取引所である泛亜有色金属交易所（Fanya Metal Exchange、以下、

Fanya）の取引対象メタルとなった。現時点ではインジウムなどに比べ投機対象としての人気は低く、流通量や

価格にあまり大きな変動は出ていない。 

日本の新地金には亜鉛副産物からの生産品と、4N程度の低純度輸入メタルから6N高純度メタルに精製し

たものがカウントされている。再生地金は化合物半導体メーカーで発生する工程スクラップをリサイクルしたも

のである。ガリウムメーカーでは各社独自にデータを収集しているが、公表されている統計データはない。 

 

表 1-1 世界のガリウム地金生産量 

単位：純分ｔ

2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 13/12比 構成比
69 63 69 80 95 79 106 216 273 200 73% 77%
17 28 30 23 40 82 55 94 81 80 99% 23%

86 91 99 103 135 161 161 310 354 280 79% 100%

亜鉛副産物 9 10 8 8 5 5 5 8 8 8 100% 6%
輸入地金を精錬 44 43 34 62 73 62 92 97 58 72 124% 41%

78 86 93 96 93 83 85 72 75 85 113% 53%

131 139 134 166 170 150 182 177 141 165 117% 100%

出典：1）United States Geological Survey「Mineral Commodity Summaries　Gallium」　World Production 

　　　 2）工業レアメタルNo.120～130　「日本のガリウム供給推移」

※1：Refined gallium production（United States Geological Survey「Mineral Commodity Summaries　Gallium」　World Production） 

※2：world primary gallium production（United States Geological Survey「Mineral Commodity Summaries　Gallium」　World Production ）
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いたが、2013 年以降は公表されなくなったため、需要量についての定量的なデータは無い。 
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みであり、低純度輸入メタルから精製した高純度新地金及び再生地金は DOWA エレクトロニクス、ラサ工業及

び日亜化学工業が生産している。 

ガリウムの主な用途は GaAs 系、GaP 系の半導体材料であり、2012 年までは業界推計によるエピタキシャ
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なったため詳細数字は不明である。 

 

表 1-2 ガリウムの国内需給 

単位：純分ｔ

2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 13/12比

9 10 8 8 5 5 5 8 8 8 100%

44 43 34 62 73 62 92 97 58 72 124%

78 86 93 96 93 83 85 72 75 85 113%

132 140 135 167 171 151 182 177 141 165 117%

GaAs系 60 61 75 61 49 41 42 44 44 － -

GaP系 10 7 10 8 7 5 5 5 3 － -

  小計 70 68 85 69 57 46 47 48 47 － -

GaAs結晶 64 54 73 63 54 45 44 31 23 － -

GaP結晶 9 6 8 8 6 4 4 4 3 － -

  小計 73 60 81 70 61 49 48 34 26 － -

2 3 3 4 5 6 20 34 17 － -

144 131 168 143 122 101 115 116 90 - -

－ － － － － － － － － － －

144 131 168 143 122 101 118 116 90 － -

-13 9 -33 24 49 50 64 52 51 － -

出典：1）工業レアメタルNo.119～129　(No.129 P21　表．輸入通関統計（DOWA推定値））

　　 　 2）工業レアメタルNo.119～129　(No.129 P21　表．日本の用途別ガリウム需要（DOWA推定値）

(供給、需要）)

　 　注）その他は低融点合金、試験研究用

※2013年の国内需要はデータなし。
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2.輸出入動向 

 

2-1.輸出入動向 

ガリウムには単独の HS コードがなく、輸入はガリウム、ハフニウム、ニオブ、レニウムの合計値、輸出はゲ

ルマニウム、バナジウム、ガリウム、ハフニウム、インジウム、ニオブ、レニウムの合計値である。ただし、輸

入のみ単独の業界統計があるため表2-1、図2-1に示す。2013年の輸入量は前年比124％の71.9tであった。

主な輸入国は、中国、米国で、この2ヶ国で全体の70％を占める。それ以外には、台湾、ウクライナ、カザフス

タン、ドイツ、英国、ロシア、フランスなどがある。 

 

表 2-1 ガリウムの輸入数量 

単位：純分ｔ
2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 13/12比 構成比

中国 (4N) 12.8 4.8 12.3 24.1 29.2 18.1 20.4 18.7 12.0 27.0 225% 38%
米国 (4N-6N) 8.6 11.4 2.4 2.8 4.3 10.2 13.0 15.9 20.0 23.0 115% 32%
台湾 (2N) 7.5 9.1 11.1 18.4 21.4 12.6 14.9 12.8 8.8 8.5 97% 12%
ウクライナ (4N) 3.7 4.1 0.3 0.0 0.7 0.0 3.5 1.0 1.2 4.0 333% 6%
カザフスタン (4N) 0.0 0.0 0.0 13.0 12.0 10.2 12.0 3.0 3.4 3.0 88% 4%
ドイツ （4N-7N) 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0 4.4 6.6 13.0 3.5 2.5 71% 3%
イギリス (4N-6N) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 10.2 22.5 2.0 0.6 30% 1%
ロシア (4N) 1.4 0.6 2.2 1.9 1.8 2.9 6.9 4.3 3.4 0.5 15% 1%
フランス (4N-7N) 6.3 7.6 4.6 0.0 1.7 1.4 0.6 0.4 0.4 0.3 75% 0%
韓国 (3N-6N) 2.2 0.6 0.0 0.0 0.0 1.7 2.5 0.5 0.1 0.5 500% 1%
ハンガリー (4N) 0.9 1.7 0.7 1.7 1.6 0.0 0.8 0.0 0.0 0.0 - 0%
その他 （4N) 0.3 3.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 5.0 3.0 2.0 67% 3%

44.1 42.9 33.5 61.8 72.7 61.6 91.5 97.16 57.8 71.9 124% 100%
出典：工業レアメタルNo.119～130　(No.130 P24　表．輸入通関統計（DOWA推定値））
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図 2-1 ガリウムの輸入数量 

 

2-2.輸出入相手国 

財務省貿易統計による塊・粉・くず（ガリウム、ハフニウム、ニオブ、レニウム）の輸入相手国及び塊・粉・ク

ズ（ゲルマニウム、バナジウム、ガリウム、ハフニウム、インジウム、ニオブ、レニウム）の輸出入相手国を表

2-2 に示す。 

主な輸入相手国は、ブラジル、中国、エストニア、米国等である。主な輸出相手国は、韓国、台湾、米国等で

ある。 

 

表 2-2 塊・粉・くず（輸入：Ga、Hf、Nb、Re、輸出：Ge、V、Ga、Hf、In、Nb、Re）の輸出入相手国 

単位：純分ｔ

2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 13/12比 構成比

ブラジル 62 56 74 121 75 28 33 38 27 81 302% 40%

中国 23 15 20 39 33 21 23 19 16 28 173% 14%

エストニア 10 9 16 16 35 21 13 35 26 28 108% 14%

米国 24 9 6 13 22 20 40 26 26 26 99% 13%

台湾 8 9 16 20 25 13 21 13 9 9 99% 4%

ドイツ 21 37 24 34 9 12 36 41 24 6 26% 3%

ウクライナ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.8 0.0 3.5 2.3 1.2 4.4 367% 2%

ベルギー － － － 1.0 － 0.0 1.0 5.6 4.0 4.0 100% 2%

ロシア 0.0 0.0 0.0 4.5 5.6 2.9 7.3 7.6 3.4 3.5 102% 2%

その他 42 31 23 7 25 14 26 49 24 11 48% 6%

合計 189 167 180 255 231 131 204 235 160 201 126% 100%

韓国 9 6 7 52 64 23 24 15 38 64 166% 53%

台湾 29 86 229 45 25 15 20 19 14 18 123% 15%

米国 5 25 16 26 19 12 18 15 28 16 59% 14%

英国 1 2 1 9 2 6 11 5 7 7 114% 6%

中国 159 77 4 149 11 5 1 14 1 6 542% 5%

ベルギー 4.2 0.0 1.5 0.0 0.0 0.0 44.9 26.1 0.3 3.2 1,068% 3%

カナダ 0.0 0.6 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 2.0 - 2%

シンガポール 0.0 0.9 0.1 0.1 0.1 6.0 0.4 0.9 1.8 0.8 46% 1%

その他 45 22 40 39 79 98 136 5 10 2 25% 2%

合計 253 219 298 321 199 165 255 101 100 119 120% 100%

出典：財務省貿易統計　

※輸入はGa,Hf,Nb,Reの合計値、輸出はGe,V,Ga,Hf,In,Nb,Reの合計値
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3.生産者及び生産品目 

日本におけるガリウムの主要生産者及び生産品目は表3 の通りである。 

 

表 3 主要生産者及び生産品目 

 

亜鉛副産物
輸入メタル

製錬
DOWAグループ ○ ○ ○ ○ - -
ラサ工業 - ○ ○ - - -
日亜化学工業 - ○ ○ - - -
日立電線 - - - - ○ -
昭和電工 - - - - - ○
三菱化学 - - - - ○ -
古河電子 - - - - ○ -
住友電気工業 - - - ○ ○ -
出典：矢野経済研究所作成
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再生地金 GaAs ＧａＮ ＧａＰ

 
 

 

4.リサイクル 

ガリウム再生地金の原料は化合物半導体で発生する工程スクラップ（規格外品）が主体であり、現状は使用

済製品からのリサイクルは行われていない。ただし、ガリウムの場合、工程内スクラップからの回収が供給の

多くの部分を占めているため、工程内スクラップからのリサイクルが重要である。これを考慮し、工程スクラッ

プからの回収をリサイクル量とした。2013 年のガリウムのリサイクル率は表 4 の通り 52％である。 

 

リサイクル率 ＝（リサイクル量）/（見掛消費） 

見掛消費 ＝（新地金生産量）＋（再生地金生産量） 

注 1）ガリウム、インジウムのように工程スクラップのリサイクルが供給の主要な部分を占める鉱種は、工程内からの回収

量をリサイクル量とした。 

注2）国内発生量には、リサイクル量と亜鉛精錬副産物からの新地金生産量を含む 

 

表 4 ガリウムのリサイクル率 

単位：純分ｔ

区分 2009 2010 2011 2012 2013

亜鉛副産物 5 5 8 8 8

輸入メタル精製 62 92 97 58 72

83 85 72 75 85

150 182 177 141 165

83 85 72 75 85

55% 47% 41% 53% 52%

出典：1）工業レアメタルNo.130　2014、P24　　「表4　日本のガリウム供給推移」

　　　注）ガリウムの輸入はGa,Hf,Nb,Reの合計値、輸出はGe,V,Ga,Hf,In,Nb,Reの合計値のため、

表2-1の業界統計の輸入（合計①）を記載

リサイクル量（再生地金生産②）
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再生地金

合計①
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2-2.輸出入相手国 

財務省貿易統計による塊・粉・くず（ガリウム、ハフニウム、ニオブ、レニウム）の輸入相手国及び塊・粉・ク

ズ（ゲルマニウム、バナジウム、ガリウム、ハフニウム、インジウム、ニオブ、レニウム）の輸出入相手国を表

2-2 に示す。 

主な輸入相手国は、ブラジル、中国、エストニア、米国等である。主な輸出相手国は、韓国、台湾、米国等で

ある。 

 

表 2-2 塊・粉・くず（輸入：Ga、Hf、Nb、Re、輸出：Ge、V、Ga、Hf、In、Nb、Re）の輸出入相手国 

単位：純分ｔ

2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 13/12比 構成比

ブラジル 62 56 74 121 75 28 33 38 27 81 302% 40%

中国 23 15 20 39 33 21 23 19 16 28 173% 14%

エストニア 10 9 16 16 35 21 13 35 26 28 108% 14%

米国 24 9 6 13 22 20 40 26 26 26 99% 13%

台湾 8 9 16 20 25 13 21 13 9 9 99% 4%

ドイツ 21 37 24 34 9 12 36 41 24 6 26% 3%
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その他 42 31 23 7 25 14 26 49 24 11 48% 6%

合計 189 167 180 255 231 131 204 235 160 201 126% 100%

韓国 9 6 7 52 64 23 24 15 38 64 166% 53%

台湾 29 86 229 45 25 15 20 19 14 18 123% 15%
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英国 1 2 1 9 2 6 11 5 7 7 114% 6%
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出典：財務省貿易統計　

※輸入はGa,Hf,Nb,Reの合計値、輸出はGe,V,Ga,Hf,In,Nb,Reの合計値
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1.需給動向 

 

1-1.世界の需給動向 

ゲルマニウムの主な用途は、PET（ポリエチレンテレフタレート）樹脂を製造する際に使用される重合触媒、

光ファイバーへの添加剤（光ファイバードープ材）、赤外線サーモグラフィや熱線暗視装置に使用されるゲル

マニウムレンズである。その他、半導体材料、光ディスク用ターゲット材、太陽電池パネル等にも用いられて

いる。 

世界の金属（精製）ゲルマニウムの生産量を表 1-1、図 1-1 に示す。2013 年の生産量は前年比 117％の

150tであり、中国の生産量が前年比117％の105tと増加した。中国では、品質保証及び供給の安定性に強み

を持つ大手生産者への資源集約が進んでいる。上記統計値には含まれていないが、中国に次ぐ生産量があ

るのはカナダになる。 

表 1-1 世界の金属（精製）ゲルマニウムの生産量 

 

単位：純分ｔ

2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 13/12比 構成比

中国 － － － － 100 80 80 80 90 105 117% 70%
ロシア － － － － 5 5 5 5 5 5 100% 3%

米国 4 5 5 5 5 5 3 3 3 － － －

その他 83 86 86 95 30 30 30 30 30 40 133% 27%

合計 87 90 90 100 140 120 118 118 128 150 117% 100%

出典：United States Geological Survey「Mineral Commodity Summaries Germanium」World Refinery Production
※2013年の合計値に米国の生産量は含まれていない。

※2007年以前の中国、ロシアの生産量はその他に一括されており、詳細は不明。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-1 世界の金属（精製）ゲルマニウムの生産量 

  

1-2.国内の需給動向 

ゲルマニウムの国内生産量は統計が存在しないため不明であるが、国内のゲルマニウムの主要用途は

PET 用重合触媒と光ファイバードープ材の 2 つである。 

表 1-2 にボトル用 PET 樹脂及びゲルマニウム触媒需要量を、表 1-3 に光ファイバーケーブルの生産量及

びゲルマニウムドープ材需要量を示す。PET 用重合触媒にはニ酸化ゲルマニウムが、光ファイバードープ材

には四塩化ゲルマニウムが使用されている。少量を純シリカガラスに加えると屈折率が上がるので、光吸収

とシグナルロス防ぐことができる。 

2013年のPET樹脂生産量は前年比107％の654千t であった。ボトル用PET樹脂の需要は、ここ数年600

千 t 前後で推移している。表 1-2 のゲルマニウム触媒需要量は PET 樹脂生産量に対してゲルマニウム触媒

を0.00516％添加した場合の推計値となっており、ゲルマニウム触媒需要量も30t前後で推移している。ただし、

実際は PET 樹脂用の二酸化ゲルマニウム系触媒は、PET ボトルの肉薄化による使用量減少や、相場高騰で
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